
現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

遺
族
一
人
＝
①
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人
②
戦
没
者
な
ど
の
子

（
胎
児
も
含
む
）③
戦
没
者
な
ど

と
生
計
関
係
を
共
に
し
て
い
た
父

母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹（
婚

姻
や
養
子
縁
組
に
よ
り
、
27
年
４

月
１
日
現
在
で
氏
が
変
わ
っ
て
い

る
人
は
除
く
）④
③
か
ら
除
か
れ

た
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉

妹
⑤
①
～
④
以
外
の
三
親
等
内
の

親
族（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
る
）

期
限　
30
年
４
月
２
日
㈪

　
※
期
限
内
に
請
求
を
行
わ
な
い

と
、
時
効
に
よ
り
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。
注

意
し
て
く
だ
さ
い

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５
年

償
還
の
記
名
国
債

そ
の
他　
27
年
４
月
１
日
以
降
に

規
定
す
る
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い

る
▽
施
設
な
ど（
通
所
施
設
を
除

く
）に
入
所
し
て
い
る
▽
児
童
が

母（
父
）の
配
偶
者（
事
実
婚
を

含
む
）に
養
育
さ
れ
て
い
る
▽
請

求
者
が
事
実
上
の
婚
姻
関
係（
内

縁
関
係
な
ど
）が
あ
る
と
き

届
出
義
務　
毎
年
８
月
１
日
～
31

日
に
子
ど
も
課
へ
現
況
届
を
提
出

支
給
金
額︵
月
額
︶　

４
万
２
３

２
０
円
～
９
９
１
０
円（
所
得
に

よ
り
変
動
）

　
※
申
請
に
は
受
給
者
本
人
に
よ

る
事
前
相
談
が
必
要
で
す

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
者　
心
身
に
障
が
い（
内
部

障
が
い
を
含
む
）の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母

ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人

非
該
当
要
件　
▽
日
本
国
内
に
住

所
を
有
し
な
い
▽
児
童
が
障
が
い

を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
給

▽
児
童
が
施
設
な
ど（
通
所
施
設

を
除
く
）に
入
所
し
て
い
る

届
出
義
務　
毎
年
８
月
11
日
～
９

月
10
日
に
子
ど
も
課
へ
所
得
状
況

届
を
提
出

支
給
金
額︵
月
額
︶　

▽
１
級
＝

５
万
１
５
０
０
円
▽
２
級
＝
３
万

４
３
０
０
円

　
※
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
共
通
事
項

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　
子
ど
も

課（
☎
㊵
２
２
８
６
）

　
※
父
母
や
本
人
な
ど
の
所
得
が

一
定
の
額
を
超
え
る
と
、
支
給
が

停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
森
南
土
地
区
画
整
理
事
業

　
︵
第
２
回
変
更
案
︶の
縦
覧

縦
覧
期
間　
４
月
６
日
㈬
～
19
日

㈫
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所　
北
藤
岡
駅
周
辺
土
地

区
画
整
理
事
務
所（
土
・
日
曜
日

は
市
役
所
日
直
室
で
行
い
ま
す
）

意
見
書
の
提
出　
利
害
関
係
者
は
、

４
月
20
日
㈬
～
５
月
３
日
㈷
に
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提

出
が
で
き
ま
す

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
区
画
整

理
課（
☎
㉔
５
９
５
１
）

　
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は

　
全
て
の
国
民
が
障
が
い
の
有
無

に
よ
り
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
こ
と
を

実
現
す
る
た
め﹁
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
﹂と﹁
合
理
的
配
慮
の
不

提
供
﹂を
禁
止
す
る
法
律
で
す
。

　﹁
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
﹂と

　﹁
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
﹂と
は
？

　
障
が
い
を
理
由
に
正
当
な
理
由

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を

付
け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為
を
い

い
ま
す
。
ま
た
障
が
い
の
あ
る
人

か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求
め
る
意

思
表
明
が
あ
っ
た
場
合
、
負
担
に

な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、
社
会
的

障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
合
理
的

な
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
配
慮

を
行
わ
な
い
で
障
が
い
の
あ
る
人

の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
、

差
別
に
あ
た
り
ま
す
。

　
社
会
的
障
壁
と
は
？

　
障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、

日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
送
る
う

え
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
も
の
を

指
し
、
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
▽
社
会
に
お
け
る
物
事（
通

行
、
利
用
し
に
く
い
施
設
、
設
備

な
ど
）▽
制
度（
利
用
し
に
く
い

制
度
な
ど
）▽
慣
行（
障
が
い
の

あ
る
人
の
存
在
を
意
識
し
て
い
な

い
慣
習
、文
化
な
ど
）▽
観
念（
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
偏
見
な
ど
）

　

※
詳
し
く
は
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課（
☎
㊵
２

３
８
４
）

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間　
４
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮

　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

自
転
車
は﹁
車
の
な
か
ま
﹂で

す
。
傘
差
し
運
転
、
携
帯
電
話
や

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
使
用
な
ど
危
険
な
運

転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外
②

車
道
は
左
側
を
通
行
③
歩
道
は
歩

行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
。
飲
酒
運

転
・
二
人
乗
り
・
並
進
は
禁
止
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
信
号
を

守
る
、
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と

安
全
確
認
⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用

問
い
合
わ
せ　
地
域
安
全
課（
☎

㊵
２
２
４
５
）

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

　
お
済
み
で
す
か

対
象　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時

の
家
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

　救急車と消防車が同時に出動するには、理由
があります。

「PA 連携」って？
　消防車（ポンプ車：Pumper）と救急車（救急車：
Ambulance）を同時出動、または消防車を先行
出動させて、救急活動の支援をすることを、頭
文字をとって「PA 連携」と呼んでいます。
　多野藤岡広域消防本部では、平成15年から

「PA 連携」を本格的に開始しました。

サイレンの音に違いが…
　　火災出動：ウー カン カン カン
　　PA 連携を含む火災以外：ウー ウー
例えばこんなとき…
　＊命の危険が迫っているとき
　＊祭りなど大勢の人が集まり救急活動、傷病
　　者の搬送に支障が生じる恐れのあるとき
　＊近くの救急車が出動中で、遠くから出動す
　　る救急車の到着が遅れると予想されるとき

救急車 を呼んだのに、消防車 まで来た

　救命率向上や迅速な現場活動のた
めの取組にご理解ご協力をお願いし
ます !!

問い合わせ　多野藤岡広域消防本部
　　　　　　警防課（☎㉒2306）

特
別
弔
慰
金
の
請
求
者
が
死
亡
し

た
場
合
で
も
、
請
求
者
の
民
法
上

の
法
定
相
続
人
が
請
求
す
る
こ
と

が
可
能
で
す

請
求・問
い
合
わ
せ　
福
祉
課（
☎

㊵
２
２
９
７
）

　
福
祉
の
各
種
手
当

　
児
童
扶
養
手
当

受
給
者　
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
児
童（
障
が
い

の
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）を
監

護
し
て
い
る
父
母
か
養
育
し
て
い

る
人

対
象　
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る

児
童
▽
父
母
が
離
婚
▽
父
か
母
が

死
亡
▽
父
か
母
が
重
度
の
障
が
い

（
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
等
級

１
級
程
度
）▽
父
か
母
の
生
死
不

明
▽
父
か
母
が
１
年
以
上
遺
棄
▽

父
か
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
▽
父
か
母
が
１

年
以
上
拘
禁
中
▽
未
婚
の
母
の
子

▽
父
母
と
も
に
不
明

非
該
当
要
件　
▽
日
本
国
内
に
住

所
を
有
し
な
い
▽
児
童
福
祉
法
に

!!

作業内容 単位 標準額
（円） 摘要

耕起（田畑共通）

10a

5,500 機械請負

麦
作
業

耕起・播種 9,500

コンバイン
結束 14,000 機械請負（結束

縄請負持ち）
結束なし

（カッター） 13,000 機械請負

乾燥機 60kg 800 水分20～30％未満

水
稲
作
業

代かき 10a 5,000 機械請負
畦ぬり 1m 42 片側機械ぬり
機械植え 10a 6,000 植え付けのみ

育苗代
緑化

1箱
690

芽出し 360

コンバイン
結束

10a
14,000 機械請負（結束

縄請負持ち）
結束なし

（カッター） 13,000 機械請負

乾燥機 60kg 800 水分 20～30％未満
もみすり代（玄米） 650

水稲・
麦作業

入手間 1日 8,000 ８時間・昼食付き

運搬 10a 1,500

養蚕 入手間 1日 8,000 ８時間・昼食付き

椎茸 駒植え請負 1袋 700 ドリル作業なし
オペレーター 1時間 1,500
抜根整地（桑） 10a 40,000

注
意
事
項

農作業受委託料金標準額
　平成 28 年度の農作業受委託料金標準額が決まりました
ので参考にしてください。
問い合わせ　農業委員会事務局（☎㊵2307）

※１

※２

※３

※４

※５

上記の項目を組み合わせた場合、合計金額の
８割程度がセット料金です
この料金表は、農作業および労賃の標準額で
あり、農地面積や作業能率など条件によって
も異なりますので、当事者間で調整してくだ
さい
受委託料金は 10a １枚を基準とし、1枚が10a
に満たない場合には、10％程度加算するもの
とします
刈取りの場合、倒伏など作業困難のときは、
当事者間で協議してください
育苗代については、多野藤岡農業協同組合の
組合員の価格ですので、組合員以外は別途多
野藤岡農業協同組合へ問い合わせてください

広報ふじおか　平成28年4月１日号 1819 広報ふじおか　平成28年4月１日号


